
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
１
０

０
０
円
ご
と
に
３
０
０
円
の
割
引

に
な
り
、
最
大
１
万
円
以
上
の
利

用
で
３
０
０
０
円
割
引
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
店
舗
で
毎
日
１
回
ず
つ

利
用
で
き
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
加
盟
店

　

加
盟
店
は
80
店
以
上
。
一
覧
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
ま
す
。

https://bosocoupon.jp/lp/

ク
ー
ポ
ン
利
用
期
間

　

９
月
１
日（
火
）か
ら
令
和
３
年

２
月
28
日（
日
）ま
で
。
た
だ
し
、

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
途

中
で
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　
　

☎
33
―
１
０
９
１
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
基
本
は
、「
人
と
人
と
の
距

離
を
と
る
こ
と（
２
メ
ー
ト
ル
を

目
安
）」「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
丁
寧

に
手
を
洗
う
こ
と
」で
す
。
自
分

自
身
を
守
る
た
め
、
周
り
の
人
を

守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が「
新
し

い
生
活
様
式
」に
基
づ
き
、
予
防

対
策
の
実
践
を
心
が
け
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
や
近
隣
都
県
で
感

染
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
発
熱

が
あ
る
な
ど
体
調
が
悪
い
方
は
、

不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
て
く
だ

さ
い
。

　

気
温
や
湿
度
が
高
い
日
は
、
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
で
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
周
囲

の
状
況
を
確
認
し
、
人
と
の
距
離

が
保
て
る
場
合
は
マ
ス
ク
を
は
ず

す
な
ど
、
熱
中
症
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ

新
型
コ
ロ
ナ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
策（
令
和
２
年

８
月
18
日
現
在
）

ク
ー
ポ
ン
利
用
の
流
れ

『
南
房
総
市
み
な
得
ク
ー

ポ
ン
』を
発
券
し
ま
す

電
話
相
談
窓
口

　

感
染
予
防
に
関
す
る
こ
と
や
、

感
染
が
疑
わ
れ
る
症
状
が
出
た
時

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・�

安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
安

房
保
健
所
）

　

☎
22
―
４
５
１
１（
代
表
）

※�

受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

・�

千
葉
県
電
話
相
談
窓
口

　

☎
０
５
７
０
―
２
０
０
―
６
１
３

※
受
付
時
間
は
全
日
24
時
間

・
厚
生
労
働
省
電
話
相
談
窓
口

　

☎
０
１
２
０
―
５
６
５
６
５
３

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

受
付
時
間
は
全
日
午
前
９
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で

※
電
話
で
の
相
談
が
難
し
い
方

　

03
―
３
５
９
５
―
２
７
５
６

掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

①��加盟店で食事や買い
物をする

②�お支払い時に店舗に設置
されたＱＲコードを利用
者がスマホで読み取る

③�画面で利用クーポンを
選択し、「クーポンを利用
する」を押して完了

④�割引適用後の金額
をお支払い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
売
上
げ
が
減
少
し

た
飲
食
店
や
観
光
関
連
施
設
を
支

援
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
た「
み
な
得
ク
ー
ポ
ン
」

を
発
券
し
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
の
内
容

　

ク
ー
ポ
ン
は
市
民
・
市
外
者
ど

利用金額（税込） 割引額
1,000 円から 1,999 円 300 円
2,000 円から 2,999 円 600 円
3,000 円から 3,999 円 900 円
4,000 円から 4,999 円 1,200 円
5,000 円から 5,999 円 1,500 円
6,000 円から 6,999 円 1,800 円
7,000 円から 7,999 円 2,100 円
8,000 円から 8,999 円 2,400 円
9,000 円から 9,999 円 2,700 円
10,000 円以上 3,000 円
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柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨

院
）と
は
、
骨
折
、
脱
臼
、
ね
ん

ざ
、
打
撲
や
肉
離
れ
な
ど
の
痛
み

に
対
し
て
、
施
術
を
行
う
専
門
家

で
す
。
た
だ
し
、「
医
師
」で
は
な
い

た
め
、
施
術
の
行
為
が
限
定
さ
れ

て
お
り
、
手
術
や
薬
の
処
方
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
は
行
え
ま
せ

ん
。

　

整
骨
院
や
接
骨
院
は
わ
た
し
た

ち
の
身
近
に
あ
り
、
い
つ
で
も
気

軽
に
利
用
で
き
ま
す
が
、
施
術
に

は
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
と
使

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

整
骨
院
・
接
骨
院
の
正
し
い
か

か
り
方
を
き
ち
ん
と
理
解
し
、
適

正
に
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接

骨
院
）の
施
術
を
受
け
る
と

き
の
注
意

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

・�

外
傷
性
の
ね
ん
ざ
、
打
撲
、
肉

離
れ

・�

骨
折
・
脱
臼（
応
急
手
当
の
場

合
以
外
は
医
師
の
同
意
が
必

要
）

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合（
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

・�

単
な
る
肩
こ
り
、
日
常
生
活
に

よ
る
疲
れ
や
筋
肉
疲
労
な
ど

・�
病
院
や
診
療
所
で
同
じ
対
象
疾

患
に
つ
い
て
治
療
を
受
け
て
い

る
と
き

施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
事
項

・�

負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま

し
ょ
う
。

・�

領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

・�

療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自

分
で
サ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

は
、
内
科
的
要
因
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、
医
師
の
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

・�「
つ
い
で
に
他
の
部
分
も
」や「
家

族
に
付
き
添
っ
た
つ
い
で
に
」な

ど「
つ
い
で
」の
利
用
は
保
険
適

用
で
き
ま
せ
ん
。

支
払
い
の
方
法

　

療
養
費
は
、
本
来
患
者
が
費
用

の
全
額
を
支
払
っ
た
後
、
保
険
者

（
市
役
所
や
健
康
保
険
組
合
な

ど
）へ
請
求
し
て
保
険
適
用
分
の
支

給
を
受
け
る「
償
還
払
い
」が
原
則

で
す
が
、
柔
道
整
復
師
の
施
術
に

つ
い
て
は
、
例
外
的
に
患
者
が
自

己
負
担
額
分
の
み
を
柔
道
整
復
師

に
支
払
い
、
柔
道
整
復
師
が
患
者

に
代
わ
っ
て
保
険
適
用
分
の
費
用

を
保
険
者
に
請
求
す
る「
受
領
委

任
」と
い
う
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
柔
道
整
復
師
に

よ
る
施
術
を
病
院
や
診
療
所
な
ど

の
診
療
と
同
じ
よ
う
に
自
己
負
担

分
の
み
を
支
払
う
こ
と
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
柔
道
整

復
師
が
患
者
の
代
わ
り
に
保
険
請

求
を
行
う
た
め
、
施
術
を
受
け
る

と
き
は
療
養
費
支
給
申
請
書
に
患

者
の
方
の
サ
イ
ン
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
申
請
書
に
は
、
負
傷
名
や

施
術
内
容
、
施
術
回
数
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
し
っ
か
り

確
認
し
て
か
ら
サ
イ
ン
し
て
く
だ

さ
い
。

　

保
険
年
金
課

　
　

☎
33
―
１
０
６
０

～
将
来
の
受
給
す
る
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
～　
　

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人（
た
だ

し
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

い
る
人
は
除
く
）は
、
希
望
に
よ
り

定
額
の
保
険
料
に
プ
ラ
ス
し
て
付

加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
65

歳
か
ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金（
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
）が
上
乗
せ

さ
れ
た
年
金
を
生
涯
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
例
え
ば
、
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、

付
加
保
険
料
を
納
め
た
場
合
、

２
０
０
円
×
４
８
０
月（
40
年
）=

９
万
６
０
０
０
円
が
年
額
で
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。）

　

付
加
保
険
料
は
、
申
込
み
を
し

た
月
か
ら
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
過
去
の
期
間
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

国
民
年
金

国
民
年
金

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・�

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の（
納
付
書
な

ど
）

・�

印
鑑

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
申
請
す
る
場

合
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も

の
、
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

書
　

保
険
年
金
課

　
　

☎
33
―
１
０
６
０

　
　

木
更
津
年
金
事
務
所　

　
　

☎
０
４
３
８
―
23
―
７
６
１
６

返しきれない借金で悩んでいませんか？
　千葉財務事務所では無料の債務相談窓口を開設し
ています。早めの相談が解決への近道です。必要に
応じ法律専門家を紹介します。秘密は厳守します。
受付時間／月～金（祝日を除く）
　　　　　8：30～12：00、13：00～16：30
　財務省千葉財務事務所　債務相談窓口

　　千葉市中央区椿森５－６－１
　　☎０４３－２５１－７８３０（直通）
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対
象
者

①
65
歳
以
上
の
人

※�

予
診
票
は
委
託
医
療
機
関
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
直
接
医
療

機
関
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

委
託
医
療
機
関
名
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
・

じ
ん
臓
・
呼

吸
器
機
能

ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の

機
能
に
障
害
の
あ
る
人

※�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
人
の

み
と
な
り
ま
す
。

※�

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
健
康
支
援
課
、
市
民
課
、

朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各

地
域
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

助
成
期
間　

10
月
１
日（
木
）か
ら

12
月
31
日（
木
）ま
で

助
成
額　

１
５
０
０
円

※�

助
成
対
象
者
の
中
で
、
生
活
保

護
受
給
者
は
無
料
で
す
。「
生
活

保
護
受
給
証
明
書
」を
医
療
機

関
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
証
明

書
の
発
行
は
、
社
会
福
祉
課（
☎

36
―
１
１
５
１
）へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
証
明
書
が
な
け
れ
ば
、

有
料
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

�

　

健
康
支
援
課

　
　
　

☎
36
―
１
１
５
２

　

令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
、
ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接

種
と
な
り
ま
す
。　
　
　

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
主
な

症
状
は
、
急
性
胃
腸
炎
で
急
激
な

嘔
吐
、
発
熱
、
水
様
性
の
下
痢
が

み
ら
れ
ま
す
。
脱
水
、
け
い
れ
ん
、

腎
不
全
、
脳
炎
な
ど
の
合
併
症
で

入
院
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
導
入

し
た
国
で
は
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
劇
的
に
減
少
し
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
す
。

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
ロ

タ
リ
ッ
ク
ス（
１
価
）、
ロ
タ
テ
ッ
ク

（
５
価
）の
２
種
類
が
あ
り
、
い
ず

れ
か
一
つ
の
ワ
ク
チ
ン
を
規
定
の

回
数
、
経
口
接
種
し
ま
す
。

対
象
者　

令
和
２
年
８
月
１
日
以

降
生
ま
れ（
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

に
は
９
月
下
旬
に
個
別
通
知
し
ま

す
）

接
種
回
数
等　

ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
は

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
が
は
じ
ま
り

ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
を
助
成
し
ま
す

健
康
支
援

健
康
支
援

　

介
護
職
に
興
味
が
あ
る
方
、
介

護
に
関
心
が
あ
る
方
を
対
象
に
、

介
護
に
関
す
る
基
礎
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

９
月
24
日（
木
）午
後
１
時

か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

介
護
入
門
研
修
を
開
催
し

ま
す 介

護
・
看
護

介
護
・
看
護

27
日
以
上
の
間
隔
を
置
い
て
２
回

経
口
接
種（
出
生
24
週
ま
で
）、
ロ

タ
テ
ッ
ク
は
27
日
以
上
の
間
隔
を

置
い
て
３
回
経
口
接
種（
出
生
32

週
ま
で
）。
い
ず
れ
の
ワ
ク
チ
ン
も

初
回
接
種
は
、
出
生
14
週
６
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
支
援
課　

　
　

☎
36
―
１
１
５
２

と
こ
ろ　

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

費
用　

無
料

定
員　

15
人
程
度

内
容　

介
護
の
仕
事
・
資
格
や
介

護
保
険
の
基
礎
知
識
。
希
望
者
に

は
、
見
学
・
職
場
体
験
、
就
業
相

談
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

�

　
（
福
）初
穂
会　

ほ
っ
と
ス

　
　
　

ペ
ー
ス
稲
毛
ペ
コ
リ
ー
ノ

　

☎
０
４
３
―
３
０
６
―
８
５
２
０

貸
付
対
象
者　
　

　

看
護
師
、
准
看
護
師
養
成
施
設

に
在
学
し
て
お
り
、
南
房
総
市
に

住
所
を
有
し
、
貸
付
を
受
け
よ
う

と
す
る
年
度
の
４
月
１
日
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る

（
配
偶
者
も
し
く
は
２
親
等
内
の

親
族
の
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る
）、
将
来
安
房
郡
市
内
に
お
い

て
看
護
師
又
は
准
看
護
師
で
働
き

た
い
人

貸
付
金
額　

月
額
２
万
円
以
内

返
還　

養
成
施
設
を
卒
業
し
た
翌

月
か
ら
貸
付
を
受
け
た
期
間
で
返

還（
猶
予
期
間
を
も
う
け
る
場
合

看
護
師
等
修
学
資
金
貸
付

制
度

が
あ
り
ま
す
）

返
還
の
免
除　

○
全
額
免
除　

本
市
内
ま
た
は
安

房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
で
継
続
し

て
看
護
師
等
の
業
務
に
従
事
し
て

い
た
期
間
が
、
貸
付
期
間
に
達
し

た
場
合

○
半
額
免
除　

本
市
内
ま
た
は
安

房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
を
除
く
安

房
郡
内
の
医
療
機
関
で
継
続
し
て

看
護
師
等
の
業
務
に
従
事
し
て
い

た
期
間
が
、
貸
付
期
間
に
達
し
た

場
合

　

健
康
支
援
課

　
　

☎
36
―
１
１
５
２

司法書士による手続支援のための養育費相談会
　千葉司法書士会および千葉青年司法書士協議会
は、養育費に関する電話相談会を開催します。本
相談会は、全国青年司法書士協議会および日本司
法書士会連合会と共催で行う相談会です。養育費
でお困りの方は、ぜひご相談ください。相談無料。
秘密厳守。予約不要。
と　　き／９月12日（土）　10：00～16：00
電話番号／０１２０－５６７－３０１
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お
子
さ
ん
が
小
・
中
学
校
に
通

学
し
て
い
て
、
学
校
生
活
を
続
け

る
う
え
で
経
済
的
に
支
援
が
必
要

な
ご
家
庭
に
対
し
、
給
食
費
や
学

用
品
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
を
援

助
し
ま
す
。

援
助
を
受
け
ら
れ
る
人

・�

生
活
保
護
世
帯

・�

生
活
保
護
に
準
ず
る
世
帯（
児

童
生
徒
の
属
す
る
世
帯
の
前
年

中
の
年
間
収
入
等
が
生
活
保
護

基
準
額
の
１
・
５
倍
を
下
回
る

世
帯
）

・�
災
害
に
よ
り
市
民
税
・
個
人
事

業
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健

康
保
険
税
等
の
減
免
を
受
け
て

い
る
世
帯

申
請
方
法

　

小
・
中
学
校
に
申
請
書
が
あ
り

ま
す
の
で
、
通
学
し
て
い
る
学
校

の
職
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
請
後
は
内
容
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
、
受
給
の
有
無
に
つ
い
て
決

定
し
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

と　

き　

11
月
22
日（
日
）

と
こ
ろ　

館
山
総
合
高
等
学
校

受
験
料　

・�

甲
種　

６
６
０
０
円　

・�

乙
種　

４
６
０
０
円　

・�

丙
種　

３
７
０
０
円

願
書
受
付　
（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
千
葉
県
支
部

受
付
期
間

・�

電
子
申
請（
24
時
間
対
応
）

　

９
月
14
日（
月
）か
ら
10
月
６
日

（
火
）ま
で

・�
書
面
申
請（
平
日
の
み
）

　

９
月
17
日（
木
）か
ら
10
月
９
日

　

ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン

バ
イ
ン
な
ど
の
農
耕
作
業
用
自
動

車
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）の
課
税
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
レ
ー
ラ
タ
イ
プ
の
農

作
業
機
を
け
ん
引
し
た
農
耕
ト

ラ
ク
タ
ー
の
公
道
走
行
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
新
た
に
ト
レ
ー
ラ

タ
イ
プ
の
農
作
業
機
が
軽
自
動
車

税（
種
別
割
）の
課
税
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
償
却
資
産

と
し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象

で
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
車
両
は
、
公
道
走
行

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
所
有
し
て

い
れ
ば
申
告
が
必
要
で
す
。
該
当

す
る
車
両
を
取
得
し
た
人
や
、
現

在
未
申
告
の
車
両
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、
速
や
か
に
市
へ
申
告
を

し
て
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

小
型
特
殊
自
動
車
に
は
必

ず
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

つ
け
ま
し
ょ
う

小
・
中
学
校
に
通
う
た
め

の
就
学
援
助
制
度

危
険
物
取
扱
者
試
験

お
よ
び
受
験
者
講
習
会

軽
自
動
車

軽
自
動
車

教
　
育

教
　
育

防
　
災

防
　
災

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※�

作
業
機
を
け
ん
引
し
た
状
態
の

公
道
走
行
に
は
一
定
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。

新
た
に
対
象
と
な
る
も
の

・�

直
装
式
作
業
機
：
ト
ラ
ク
タ
ー

に
直
接
装
着
す
る
作
業
機

（
ロ
ー
タ
リ
ー
、
ハ
ロ
ー
な
ど
）

・�

け
ん
引
式
作
業
機
：
車
輪
が
つ

い
て
い
る
作
業
機（
ロ
ー
ル
ベ
ー

ラ
ー
、
マ
ニ
ュ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
な

ど
）

申
告
の
方
法

　

①
印
鑑
、
②
販
売
証
明
書
ま
た

は
譲
渡
証
明
書
、
③
届
出
者
の
身

元
確
認
書
類
を
持
参
の
う
え
、
税

務
課
ま
た
は
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

で
申
告
書
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
は
受
付
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

�

　

税
務
課

　
　
　

☎
33
―
１
０
２
３

（
金
）ま
で�

試
験
の
た
め
の
受
験
者
講
習
会

と　

き　

10
月
20
日（
火
）

と
こ
ろ　

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

受
講
料　

６
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト

代
２
８
０
０
円
含
む
）

※�

乙
種
第
４
類
の
問
題
集
は
別
売

（
１
７
０
０
円
）

受
付
期
間　

９
月
14
日（
月
）か
ら

10
月
９
日（
金
）ま
で（
平
日
の
み
）

願
書
配
布
お
よ
び
受
験
者
講
習

会
受
付
場
所

　

安
房
郡
市
消
防
本
部
予
防
課
、

鴨
川
消
防
署
、
千
倉
分
署
、
鋸
南

分
署（
災
害
出
動
時
な
ど
は
、
講

習
会
受
付
お
よ
び
願
書
配
布
が
出

来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

安
房
郡
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　

☎
22
―
２
２
３
４

　
　

�（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
千
葉
県
支
部

　
　

☎
０
４
３
―
２
６
８
―
０
３
８
１

　

申
請
書
お
よ
び
必
要
な
添
付
書

類
を
在
籍
す
る
学
校
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
教
育
課

　
　

☎
46
―
２
９
６
６
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房
州
う
ち
わ
振
興
協
議
会
で

は
、
敬
老
の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、
お
好
き
な
絵
柄
を
印
刷
し

た
房
州
う
ち
わ
を
作
成
し
販
売
し

ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
申
込
期
限
ま

で
に
申
請
書
と
イ
ラ
ス
ト
を
描
い

た
用
紙（
Ａ
４
）を
商
工
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

費
用　

２
０
０
０
円

数
量　

先
着
30
名
限
定

申
込
期
限　

9
月
４
日（
金
）

　

�

　

商
工
課

　
　
　

☎
33
―
１
０
９
２

い
場
合
は
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
各
地
域
セ
ン
タ
ー
で
入
手

で
き
ま
す
。

主
な
要
件

①�

中
小
企
業
者(

中
小
企
業
基
本

法
に
基
づ
く
法
人
又
は
個
人)

※
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
除
く

②
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
こ
と

③�

令
和
２
年
６
月
か
ら
８
月
の
３

か
月
間
の
売
上
の
合
計
が
、
前

年
の
同
期
間
の
合
計
と
比
較
し

て
30
％
以
上
減
少
し
た
事
業
者

④
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤�

現
に
事
業
を
営
み
、
今
後
も
継

続
し
て
同
事
業
を
継
続
す
る
意

思
が
あ
る
こ
と

※�

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
る
休

業
な
ど
を
除
く

交
付
金
額　

最
大
50
万
円(

１
事

業
者
に
つ
き
１
回
の
交
付)

受
付
期
間　

９
月
１
日(

火)

か
ら

11
月
30
日(
月)
ま
で

受
付
窓
口　

・�

内
房
商
工
会

　

☎
33
―
２
２
５
７

・�

朝
夷
商
工
会

　

☎
44
―
１
３
３
１

　

商
工
課

　
　

☎
33
―
１
０
９
２

　
（
株
）セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
と
の
共
催
に
よ
り
、
退

職
後
も
元
気
に
働
き
た
い
方
や
現

在
求
職
中
の
シ
ニ
ア
層
を
対
象
に
、

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
の
店
舗
で
の

業
務
内
容
の
説
明
や
個
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

9
月
10
日（
木
）午
前
10
時

か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　

三
芳
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
２
階
第
２
会
議
室

定
員　

10
人

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

9
月
7
日（
月
）

　

�

　

商
工
課

　
　
　

☎
33
―
１
０
９
２

～
布
類（
古
着
・
古
布
）の
自
宅
保

管
に
つ
い
て
の
お
願
い
～

　

布
類(

古
着
・
古
布)

ご
み
は
、

主
に
海
外
へ
輸
出
し
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
輸
出
や
海
外
の

工
場
の
稼
働
が
停
止
し
て
お
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
が
滞
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
し
ば
ら
く
の

間
、
布
類(

古
着
・
古
布)

を
ご
み

と
し
て
排
出
す
る
こ
と
を
控
え
て

い
た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
各
ご
家

庭
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
住
ま
い
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
（
富
浦
・
富
山
・
三
芳
地
区
）

　
　

☎
57
―
２
６
４
６

　
　

千
倉
清
掃
セ
ン
タ
ー

布
類(
古
着
・
古
布)

ご
み

の
排
出
を
お
控
え
く
だ
さ

い

南
房
総
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
活
力
創
出
支
援

給
付
金

房
州
う
ち
わ
×
敬
老
の
日

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

シ
ニ
ア
従
業
員
の
お
仕
事

説
明
会

環
　
境

環
　
境

　
　
（
千
倉
・
丸
山
・
和
田
地
区
）

　
　

☎
44
―
１
２
６
３

　
　

白
浜
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
（
白
浜
地
区
）　

　
　

☎
38
―
４
５
６
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
る
影
響
が
拡
大
・
長
期

化
す
る
中
、
厳
し
い
経
営
状
況
が

続
く
市
内
事
業
者
の
事
業
継
続
を

引
き
続
き
支
援
す
る
た
め
、
本
給

付
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
な

商
　
工

商
　
工

移動暴力相談所の開設
　市民の皆さんから、広く暴力団
に関する相談を受けつけます。
と　き／９月16日(水)�10:00～ 16:00
ところ／安房地域振興事務所
　　　��３階中会議室
　千葉県暴力団追放県民会議

　　☎０４３－２５４－８９３０
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☎ 40－5111

　ほのぼのでは、子育て相談、幼児相談、ことばの相談、リハビリ個別相談などを随時受け付けています。
　お気軽にご相談ください。

　年齢にあわせた親子遊びや手遊び、製作など。
定　　員　各回10組程度（申込は前日まで）

にこにこ教室（あそびの教室）　

9 月こ そ だ て

　お子さんのことばに関する心配に対して、ことば
の専門の先生が相談に応じます。
と　　き　９月16日（水）�9：30～ 16：00　
� ９月25日（金）�9：30～ 16：00

ことばの相談 in ほのぼの

教室ほかイベントは、市内に住所がある人が対象です。
申し込みが必要な行事は締め切りまでに申し込みくだ
さい。気象警報が発令された時は、閉館します。

にこにこひろばにこにこひろば
休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始
開館時間　9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00開館時間　9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00

　にこにこひろばは、親子が気軽に遊んだり、交流したりして、
仲間づくりができる場所です。0歳から就園前までのお子さんを
お待ちしています。

絵本の読み聞かせ 　図書館　☎４０－１１２０（ほのぼの　☎４０－５１１１）

名　　称 と　　　き と　こ　ろ

絵本読み聞かせ教室 ９月12日（土） 10：00 ～ 11：00 和田地域福祉センター「やすらぎ」

千倉おはなし会「しおまねき」 ９月12日（土） 10：30 ～ 11：15 図書館

絵本の読みがたり ９月24日（木） 11：00 ～ 11：30 子育て支援センターほのぼの

◎ひよこ・りす組➡うさぎ組➡くま組・ぞう組　
◎午前と午後の間は一度閉館します。
◎９月から、午後は全クラス対象にします。
◎対象年齢であれば、兄弟一緒の来館ができます。
　�なおご利用できる兄弟は、ぞう組さんのお子さん
までです。（幼稚園・小学校のお子さんはご遠慮く
ださい）
◎�９月23日（水）ひよこ組・りす組、9月24日（木）くま
組・ぞう組と変更になります。

にこにこひろば（年齢別） ※南房総市の方限定にこにこひろば（年齢別） ※南房総市の方限定

親子体操教室 in ほのぼの
　体操の先生と一緒に、体を動かして遊びます。
対　　象　うさぎ組（１歳児）
と　　き　９月８日（火）10：00 ～ 10：30
締め切り　９月７日（月）

　お子さんの発育・発達に関する心配や悩みなど
に、臨床心理士が相談に応じます。
と　　き　９月30日（水）��9：15～ 16：15

絵本の貸し出し in ほのぼの

　１歳児（うさぎ組）を対象に、絵本の貸し出しを行
います。
と　　き　９月25日（金）　11：00～ 11：30

絵本の読み聞かせ in ほのぼの

　２歳児と３歳児（くま組・ぞう組）を対象に、年齢
に合った絵本の読み聞かせがあります。
と　　き　�９月24日（木）�11：00～ 11：30

掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

対　象　児 と　き
ひよこ組
　2か月～お座りができる子ども ９月23日（水）

10:00
～ 10:30

りす組
　Ｈ31.4.2 生まれ～
　　ハイハイができる子ども

９月２日（水）

うさぎ組
　Ｈ30.4.2～Ｈ31.4.1生まれ ９月８日（火）

くま組
　Ｈ29.4.2～Ｈ30.4.1生まれ ９月４日（金）

ぞう組
　Ｈ28.4.2～Ｈ29.4.1生まれ ９月９日（水）

要予約

幼児相談 in ほのぼの 要予約
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乳児相談・幼児健診 　健康支援課　☎３６－１１５２
項　　目 対象児 と　き と　こ　ろ 受付時間

　　４か月児相談・
　　９か月児相談

令和２年４月生まれ・
令和元年11月生まれ ９月11日（金）

三芳保健福祉センター 個別に通知します１歳６か月児健康診査 平成31年１月10日まで
に生まれた２歳未満 ９月24日（木）

３歳児健康診査 平成29年３月までに
生まれた４歳未満 ９月25日（金）

思春期における悩みや不安の相談。
と　き／９月14日（月）��14：00 ～ 16：00
ところ／安房健康福祉センター（安房保健所）

　 　安房健康福祉センター
� ☎２２－４５１１

思春期相談 要予約

里親制度についての相談。里親のことを知りた
い、応援・支援したいなどの相談にも応じます。
　NPO法人子ども家庭サポートセンターちば

　　（通称：オレンジの会）　☎２８－４２８８

里親相談　月～金曜日�9：00 ～ 17：00

年金、保険などの国の行政全般に関する意見や要望。
� 10日（木）�朝夷行政センター
� 25日（金）�とみうら元気倶楽部　　
　秘書広報課　☎３３－１００２

行政相談　13：30 ～ 16：00

９月

人権相談　13：30 ～ 16：00
いじめ、家庭内の問題に関する相談。
� 11日（金）�富山ふれあいコミュニティ
� 　　　　センター（旧富山公民館）
� 16日（水）ちくら介護予防センター
� 23日（水）和田地域福祉センター「やすらぎ」
　市民課　☎３３－１０５１

９月

●すべて無料です。お気軽にご利用ください●そ う だ ん

法務局登記相談  9：30～ 15：30
相続登記や抵当権抹消登記など不動産登記相談。
と　き／毎週火・木曜日（祝日は休み）
ところ／千葉地方法務局館山支局

　 　千葉地方法務局館山支局
　　�　☎２２－０６２０

要予約

多重債務相談、サービス・商品に関する相談・苦情。
と　き／９月25日（金）��10：30～ 15：30
※相談場所は予約時にお伝えします。
※�電話による相談は、商工課内の消費生活相談専
用電話（☎３３－４３００）
　 　商工課　☎３３－１０９２

消費生活相談�� 要予約
税金全般・記帳の相談。
とき・ところ／９月８日（火）法青会館３階
� 10月13日（火）法青会館３階
※予約は毎月末日が締切です。

　 　税理士会館山支部　☎２３－４１３２

税金相談　10：00～15：00 要予約

掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

中　止
離婚・相続などの相談に司法書士が応じます。
弁護士による相談は他の機関を紹介します。
と　き／９月10日（木）��13：00～ 17：00
ところ／とみうら元気倶楽部
※�調停中や裁判中の事件の相談ならびに同一内容
についての再度の相談は応じられません。
　 　社会福祉協議会　☎４４－３５７７

司法書士による法律相談 要予約

※もぐもぐ教室（離乳食教室）および親子きずなの教室（産前）は当面の間、開催を中止します。
　個別に相談のある方は、健康支援課に連絡ください。

住まいの耐震性、新築やリフォームなど住宅全般
の相談。（予約受付は開催日の２日前まで。事前予
約がない場合は開催を中止します。）
と　き／９月10日（木）��13：00～ 16：00
ところ／白浜コミュニティセンター

　 　建設課　☎３３－１１０１

住まいの相談 要予約
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安房地域医療センター （☎ 25 − 5111）は、
毎日 24 時間体制で救急患者を受け入れています ｡
そのほかの当番医は次のとおりです ｡

６日（日）
平野眼科（館山市）　☎２７－３６３６
東条病院（鴨川市）　☎０４－７０９２－１２０７
１３日（日）
館山病院（館山市）　☎２２－１１２２
花の谷クリニック（千倉）　☎４４－５３０３
２０日（日）
鋸南病院（鋸南町）　☎５５－２１２５
耳鼻咽喉科白幡医院（館山市）　☎２２－０３８１
２１日（月）
南房総市国保病院（富山）　☎５８－０３０１
２２日（火）
鴨川市立国保病院（鴨川市）　☎０４－７０９７－１２２１
２７日（日）
館山病院（館山市）　☎２２－１１２２
花の谷クリニック（千倉）　☎４４－５３０３

※外国人住民を含みます。　（　）内は前月比

総人口　37,239 人� （－ 41）
　　男　17,865 人　　（－ 22）
　　女　19,374 人　　（－ 19）
世帯数　17,166 世帯（＋　2）

出生
死亡
転入
転出

12 人
57 人
63 人
59 人

（令和２年8月１日現在）
じ ん こ う

掲載の催しは、新型コロナウイルスの感染拡大防止などのため、
中止となる場合があります。

国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料

（ 第 ３ 期 ）�
（ 第 ３ 期 ）�
（ 第 ３ 期 ）�

納期限 
９月３０日（水）の う ぜ い

図書館　　☎ 40-1120
開館時間　9：00 ～ 17：00

（水曜のみ  9：00 ～ 19：00）
休館日　　月曜日・祝日・年末年始

図書館だより図書館だより
〒 295-0004　南房総市千倉町瀬戸 2340-5　http：//www.city.minamiboso.chiba.jp/0000000999.html

●●●●●●● 新着図書紹介 ●●●●●●●
＜一般書＞
・一人称単数	 村上　春樹
・ミライヲウム	 水沢　秋生
・Ｓが泣いた日	 伊兼源太郎
・毒島刑事最後の事件	 中山　七里
・ヴァルキリー	 安生　　正
・コロナ黙示録	 海堂　　尊
・自分で書く「シンプル遺言」	 竹内　　亮
・小学1・2年生で習うのに　　　　　　　　
　　　　　　大人も読めない漢字	 構　　俊一
・十津川警部愛憎の行方	 西村京太郎
・天才渋沢栄一	 星　　亮一

＜児童書＞
・４さいのこどもって、なにがすき？　　

ウィリアムコール
・ねこになっちゃった　　　　　　　角野　栄子
・こんにちは！わたしのえ　　　　はたこうしろ
・ジュニアサイエンス大図鑑　　　　　　ＤＫ社
・やとのいえ　　　　　　　　　　　八尾　慶次
・恐竜トリケラトプスとティラノきょうだい

黒川みつひろ
・ぼくらのなぞ虫大研究　　　　　　谷本　雄治
・水族館のサバイバル　　　　　	　ゴムドリco.
・ポッポーきかんしゃ　　　　　とよたかずひこ
・まほろばトリップ　　　　　　　　倉本　由布

※７月中に上記を含め、新刊本は341冊入りました。

毎月10日は、交通安全の日です
千葉県では、交通死亡事故が多く発生しています

　交通事故の多くは、自宅から近いところで発生し
ています。特に道路横断中の交通事故が多発してい
ます。自宅近くの通り慣れた道を歩くときでも油断
せず、必ず安全を確認しましょう。


